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防水型空間土壌線量計 

取扱説明書 

 
１．概  要 

 

 本測定器は、防水型センサーケースに内蔵されたＧＭ管もしくは CsI 固体シンチレータ型線量計により

空間放射線量、土壌放射線量を測定するものです。 

 測定器からはＣｓ－１３７線源にて校正されたμＳｖ値が移動平均して出力され、定点での経時変化を

連続して測定することが可能です。 

 

２．構  成 

 

№ 項  目 数量 単位 備  考 

１ 検出部    

 １ 線量測定器 １ 台  

 ２ 検出部ケーブル 5 ｍ 標準 

 ３ 懸垂ワイヤ １ 式  

２ 測定部    

 １ インターフェースユニット １ 台 オプション 

 

３．仕  様 

 

 ３－１．一般仕様 

 

(１)使用条件 

検出部    ： 温度…0～40℃  （凍結しないこと ） 

測定部    ： 温度…0～40℃    湿度… ０～95％（結露しないこと） 

 

(２)供給電源 

検出部    ： ＤＣ１２V  

測定部    ： AC100V もしくはＤＣ１２Ｖ 

 

(３)仕上 

検出部    ： SUS304 酸洗い処理 
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 ３－２． 機器仕様 

 

（１）検出部 

 

   ①線量検出部 

      検出器     ： ＧＭ管もしくは CsI 固体シンチレータ 

      測定精度    ： ２０％（測定値） 

      分解能     ： ０．１μＳｖ／ｈ 

      測定範囲    ： ０．１～１００μＳｖ／ｈ 

      校正      ： Ｃｓ－１３７ 

  

  （２）測定部 

 

①インターフェースユニット 

電源      ： ＡＣ単相 100V ±10％ 50/60Hz 

          ＤＣ１２Ｖ±10％ 

  出力      ： ４－２０ｍＡ、RS-232C、４２２，４８５、BCD など各種 
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４．設置方法 

 

 ４－１．検出部全体像 

 

                       

                       

                  80ｍｍ   

 

 

                  330ｍｍ 

 

                      検出部全長：330ｍｍ  径４２ｍｍ 

                      ケーブルグランド部：80ｍｍ 

                      空中重量：１．５ｋｇ（ケーブル除く） 

  図１．検出部全体像 

 

 

 ４－２．ワイヤー懸垂時 

 

               ①吊り金具穴に呼び６シャックルを使用してワイヤーを接続します。 

               ②必要に応じてワイヤーコースなどもご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図2．懸垂ワイヤー取り付け状態 

自立盤など 
ワイヤーで懸垂 

空中、土中、水中に配置 
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 ４－３．ケーブル懸垂時 

 

 

              ①吊り金具穴に呼び６シャックルを使用して付属の懸垂ワイヤーを接続し 

               ます。 

              ②ケーブルに負荷がかからない位置に付属のφ８用ワイヤーコースをとり 

               つけます。 

              ③懸垂ワイヤーをケーブルのワイヤーコースに接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図３．ケーブル懸垂状態 

ハンディ表示機、制御盤などへ 

ワイヤーコース 
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５．接続方法 

 

 ５－１．信号名 

 

  ①４－２０ｍＡタイプ 

センサーケ

ーブル線色 

信号名 インターフェースユニッ

ト側接続先（オプション） 

備考 

黒 電源＋（１２Ｖ） ＴＭ１－１  

白 電源－（０Ｖ） ＴＭ１－２  

赤 信号＋  外部へ 

緑 信号－  外部へ 

黄 メンテナンス用信号 ＴＭ１－３ 調整用通信信号（要接続） 

茶 メンテナンス用信号 ＴＭ１－４ 調整用通信信号（要接続） 

シールド メンテナンス用信号 ＴＭ１－５ 調整用通信信号（要接続） 

 

  ②ＲＳ－２３２Ｃタイプ 

センサーケ

ーブル線色 

信号名 インターフェースユニッ

ト側接続先（オプション） 

 

黒 電源＋（１２Ｖ） ＴＭ１－１  

白 電源－（０Ｖ） ＴＭ１－２  

赤 予約   

緑 ＣＯＭ ＴＭ１－５  

黄 ＴＸ ＴＭ１－３  

茶 ＲＸ ＴＭ１－４  

シールド 予約 ＴＭ１－５ 要接続 

 

  ③ＲＳ－４２２、４８５タイプ 

センサーケ

ーブル線色 

信号名 インターフェースユニッ

ト側接続先（オプション） 

 

黒 電源＋（１２Ｖ） ＴＭ１－１  

白 電源－（０Ｖ） ＴＭ１－２  

赤 ＴＸ＋ ＴＭ１－６  

緑 ＴＸ－ ＴＭ１－７  

黄 ＲＸ＋ ＴＭ１－８  

茶 ＲＸ－ ＴＭ１－９  

シールド 予約 ＴＭ１－５ 要接続 

 

 

 

 



 
 

 6

 ５－２．接続図 

 

  ①センサー単体方式 

   センサーのみで運用を行う場合です。 

   現地での調整の際には、ＰＣを接続し専用ソフトウェアを用いてゼロ点調整、校正を行います。 

   既存計装装置への接続や、演算機能をもつ上位機器との接続に適しています。 

 

   a)．４－２０ｍＡ出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・電源 DC１２V を印加します。 

   ・０～１００μSv/h が４～２０ｍA で出力されます。 

    値は３０分間の移動平均値です。 
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   b)．RS-232C 出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・電源 DC１２V を印加します。 

   ・標準通信仕様は mod-bus（ASCII）です。 

    特定レジスタへの要求によりμSv 値を応答します。 

    値は３０分間の移動平均値です。 

   ・移動平均時間、変換係数、ゼロキャリブレーション値などの設定が可能です。 
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   c)．RS-422、485 出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・電源 DC１２V を印加します。 

   ・標準通信仕様は mod-bus（ASCII）です。 

    特定レジスタへの要求によりμSv 値を応答します。 

    値は３０分間の移動平均値です。 

   ・移動平均時間、変換係数、ゼロキャリブレーション値などの設定が可能です。 

   ・RS-485 マルチドロップが可能です。 
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  ②．インターフェースユニットとの接続 

 

   ４－２０ｍA 仕様の場合には、変換係数やゼロキャリブレーション値の設定など現地での校正が行   

   えません。インターフェースユニットを使用することによりユニットでの操作により校正や移動平 

   均時間の設定を行うことが可能です。 

   

   また、RS-232C、４２２，４８５などシリアルインターフェース仕様の場合にもインターフェー 

   スユニットでの校正が可能であるため上位機器での通信プロトコルの実装が不要となります。 

    

   インターフェースユニットは個別仕様に対応し、mod-bus 以外のシリアル（垂れ流しなど）仕様 

   や BCD 出力などに対応が可能です。 

 

 

６．付属品 

 

 ６－１．付属品 

 

（１）試験成績書･･････････････････････････････････････････････････１部 

（２）取扱説明書･･････････････････････････････････････････････････１部 

 


